






















Deutschland hat einen Cäcilien-Verein. 
Sollen wir in Österreich zurückbleiben?　Nein!





























説がある。筆者は修士論文において、セシリア運動の開始を 1820 年頃とした上で、次の 3
期に区分することを提唱した。
・初期── 1821 年ヨハン・ミヒャエル・ザイラー 9 のレーゲンスブルク赴任から 1765
年の彼の後継者カール・プロスケ10 の死去まで
・中期（盛期）──ヴィットの登場から ACV 設立を経て 1903 年の教皇勅令 Motu proprio
まで 




















リア協会（ACV）の創立である。以下で、ヴィットと ACV の関係、彼の ACV における活動












腔の支持を得られなかった 13 ものの、多くの協力者を得たことが、翌年の ACV 設立に結び
ついた。
彼は病弱であったが、ジャーナリスティックな能力と弁論能力14 に秀でており、このこ
とが、彼をして ACV の指導者たらしめた。著作 Der Zustand der katholischen Kirchenmusik 
zunächst in Altbayern （古バイエルンのカトリック教会音楽の状態）（1865 年）15 のほか、






ACV は瞬く間に急成長を遂げ、1868 年に 500 名強だった会員は、5 年後には、千名を超
えた 16。それは改革への情熱ばかりでなく、より幅広い社会的・政治的風潮の反映でもあった。
ACV は、先行する 1840 年代に南ドイツに展開した他の多くのカトリック教会の運動や






























セシリア運動、ヴィットの ｢器楽付き教会音楽｣ 観について、Dittrich という研究者 の見
解を考察する。（Dittrich 2009b: 204）
21



















































以上の要素が ACV に集約されたと同時に、それぞれ同士関連することは勿論である。 ま
た、シャルナーグルは、盛期セシリア運動がレーゲンスブルクを中心に活性化しえたことの















































1. オルガン伴奏 35 曲 （40.1％）
2. ア・カペラ 44 曲 （50.5％）
3. 弦楽器ほか、器楽伴奏  5 曲 （ 5.8％）
4. ピアノ伴奏  2 曲 （ 2.4％）
5. オルガン伴奏又はア・カペラ  1 曲 （ 1.2％） 









と 2 つのホルンと、任意（ad libit．）でバス・トロンボーンを追加してもよいとした版をレーゲン
スブルクのフリードリッヒ・プーステット出版社から刊行した。『セシリア協会作品目録 8 号』と、




Op. 9 ～ 12 の曲は、意識的に器楽を使用して書いたものである。器楽優先を意図したも
のでなく、歌のアクセント、ブレス、フレージングを調整するものだ。Op. 11 の Luzien-
Messe は、レーゲンスブルクでの第 2 回セシリア協会総会での演奏のために作曲した。ホル
ンとバス・トロンボーンを使用しているが、それは歌の声部よりも少ない役割に留まってい













しかし、一方では、後述のように KV 192 と 194 の 2 曲のミサ曲を推奨するという矛盾
した対応もとっていた。
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4–1.　モーツァルト教会音楽への非難（1）──《戴冠式ミサ曲》   
最初に非難した部分について考察する。
ヴィットは、セシリア運動の機関誌 Fliegende Blätter für Kirchenmusik に寄稿した文中で、
モーツァルトのミサ曲の大部分を、非教会的と批判した。彼がこう指摘したのは、KV 262、
220、257、258、259、317 そして 337 のミサ曲で、キリエ（断章）KV 322、キリエ KV 


















ヴィットは、グロリア冒頭の 9 小節について、まるで ｢交響曲、協奏曲、あるいは弦楽四
重奏曲｣のようだ、という。さらに、2 ～ 4 小節のヴァイオリンの旋律は、“wertlose Spielerei”（価











｢連続したフォルテの嵐がどよめいて、Et incarnatus になだれ込む｣ と、評す。その様式は






Hosanna は、｢嫌悪すべき荒っぽい騒音｣ で開始され、アレグロ・アッサイでの 2 小節と、
第 22 小節から終わりまでの弦楽器の悪ふざけのようなユニゾンは、本物の｢オペラ・フィナー
レ｣ のようだ、と批判した。
5） Agnus Dei : 
ヴィットは、ここでのソプラノ・ソロは、｢温和なオペラ・アリアの外見｣ をしており、
ケルビ－ニの Ave Maria の精神に似通っている、としている。この曲は、前述のように、オ
ペラ《フィガロの結婚》第 3 幕伯爵夫人のアリア “Dove sono” ［文末・譜例 2］に似ている
ことで、多くのセシリア主義者から攻撃を受けた。　
ヴィットは、最終的にこう結論付けた。
Diese Messe ist eine der weltlichsten (gefallsüchtigsten) lustigsten. Trotz des so schönen Agnus Dei 
– dessen herrliche Melodie weltberühmt ist, kann ich sie unter die am wenigsten zu empfehlenden 
rechnen.（Lickleder 1988 : 222. より引用）
このミサ曲〔戴冠ミサ曲　KV 317〕は、最も世俗的な（最も媚を売った）心地良さ［を持つミサ曲］
の 1 つである。たとえ美しいアニュス・デイがあるにしても ― その見事な旋律は世に名高い ― 
私はこのミサ曲を、最も推奨すべきではないものに、数え入れることができる。
4–2.　モーツァルト教会音楽への非難（2）──《ミサ・ブレヴィス KV 275》
ヴィットは、モーツァルトが、ミサ・ブレヴィス KV 275 の Agnus Dei 終曲の Dona nobis 
pacem において、ソロと合唱が印象的な民謡風の旋律を、延々と 150 小節にわたり、交互に
繰り返すという、オペラで用いられるようなフランスのヴォードヴィル風の歌い方を教会音
楽に持ち込んだことを、｢教会音楽の堕落｣ と批判した。この箇所を、ヴィットは ｢妖怪（魔
物）のよう monstrum｣ と評している。（文末・譜例 3 参照）
Das Agnus Dei ist würdig und aufführenswerth bis zum Beginne des alla breve-Taktes. Und nun beginnt ein 
wahres monstrum eines „dona nobis pacem“, sowohl was die Ausdehnung  (es zählt volle 150 Takte!! ) als was den 
Charakter desselben betrifft. Es ist eine wahre Verirrung, die in den Messen Mozart’s kaum ihres Gleichen hat . 
.... Musikalisch werthlos, durch die Ausdehnung des spielenden und tändelnden Satzes langweilig, ohne Tiefe und 
Gehalt würde man diesen Satz, wüßste man nicht, er wäre von Mozart, jedem anderen als musikalische Todsünde 
anrechnen. (Kirchenmusikalisches Jahrbuch. 1887: 45)
アニュス・デイは、アラブレーヴェの開始までは、荘重で演奏する価値を有している。 そして、本物









するようだが、2 曲のミサ曲を推奨している。KV 192 と 194 の 2 曲である。 Lickleder の
著書から、ヴィットの考えを紹介する。
1） Wenn es für eine Meßkomposition wichtig ist, dem Zweck und der liturgischen Aktion ganz 
nachzukommen, dann haben Mozart, M. und J. Haydn, Eybler etc. keine Messen, sondern Oratorien 




リオを書いたのだ。〔彼らのミサ曲はミサ曲ではなく、オラトリオというべきだ〕　KV 192 と KV 194
は、おそらく例外に属する。
2） Die Missa brevis F-Dur, KV 192, muß „von jedem Kirchenmusik Studirenden und Chorregenten vor allen 
andern modernen Messen beachtet werden“. Witt stellt fest:  Die jenigen Messen Mozart’s, welche von O. Jahn’s 
Kritik, die das Liturgische ganz außer Spiel läßt, als für die Kunst bedeutsam, werthvoll und des Gottesdienstes 
würdig erklärt werden, werden von unsern Chorregenten gar nicht oder äußerst selten aufgeführt, so die 8. 
[KV 192] und die in D [KV 194] . — Wer aber der Kunst dienen will, der führe Mozart’s 8. und 9. auf, (wo 
Instrumental=KM. herrscht)  und lasse übrigen Messen desselben bei Seite!   （ibid. : 224） 





例えば、8 番のミサ曲（KV 192）やニ長調のミサ曲（KV 194）のように。 芸術を志す者ならば（器
楽教会音楽が支配するところでは）モーツァルトの 8 番と 9 番のミサ曲を演奏せよ！そして、その他
の彼のミサ曲には目もくれるな！










KV 192 KV 194 KV 275
調　性 ヘ長調 ニ長調 変ロ長調
作曲年、場所 1774. 6.  　ザルツブルク 1774. 8.　  ザルツブルク 1777. 　　 ザルツブルク
























































































































1859 年、Christlicher Kunstverein を設立し、活発な音楽活動を展開する。クラヴィーア演
奏のほかに、弦楽四重奏曲や室内楽も演奏した。交響曲や協奏曲の指揮もした。一方、独
学で対位法を学び、いくつかの対位法の作品を試作した 28。1860 年には、上記の機関誌




















さらに、二人の関係を悪化させたのは、1869 年 ACV のリンツ進出の騒動である。前年、
バンベルクで発足した ACV は、オーストリア進出を企図し、まずリンツ司教区での認可を
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Friedrich Waldeck や Gurk の Schellander らと相談し、1870 年、自らの機関誌にオーストリア・
セシリア協会の必要性を訴えるマニフェストを発表した。（後述）彼のアピールには、また
たく間に百名近くの賛同者が集まった。その中には、ランバッハのベネディクト派修道院長 
Theodorich Hagn やブリュクセンの大聖堂オルガニスト Josef Gregor Zangl、グラーツ大聖
堂楽長 Seydler ら、著名人も名を連ねていた。
1871 年、待望のオーストリア・セシリア協会（ÖCV）が設立された。ハーベルトは実質
的な創立者であったが、会長には、名望を集める修道院長 Hagn を推戴し、自身は Kassier
（会計、出納責任者）として、運営の実質責任を負った（本拠地もランバッハに定めた）。こ
の年、それまでハーベルトと行動を共にしてきた聖フロリアン修道院聖歌隊指導者の Ignaz 
Traumihler が、新生 ÖCV から脱退し、ヴィット派に走った（彼はこの後、終生ハーベルト
に敵対することになる）。
Traumihler は、ヴィットの意を受け ÖCV の教会認可の妨害工作を行った。彼の工作は奏
功し、ÖCV の認可は先送りされた。
教会認可が得られないまま、1872 年 8 月 ÖCV の初代会長 Theodorich Hagn が死去し、
ÖCV は早くも危機を迎えた。結局、教会認可は Gurk 司教区を除き、不調に終わった。こ
の結果、予定していた教会の資金援助が得られないことから、ÖCV の財政は行き詰まり、
ハーベルトは絶望的な状況に追い込まれた。
ヴィットのハーベルト攻撃は、執拗に続いた。彼は、1872 年の機関誌 Musica sacra にお
いてハーベルトの Zeitschrift für Katholische Kirchenmusik の予約購読者全員に（その多くは、同
時に ACV の会員でもあった）最後通牒を送った。
. . .  man kann nicht Mitglied unseres Vereins sein und zugleich die schamlosen Beschimpfungen des 






... mit dieser Nummer erscheint meine Zeitschrift zum letzten Male, und ich kann daher durch 
32
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dieselbe nichts mehr wirken ... Ich habe, damit sie das leisten konnte, was sie geleistet hat, durch 
fünf Jahre meine Zeit, meine Kompositionen und meine Ersparnisse an Geld geopfert ... Meine 
Gegner mögen versichert sein, daß ich fortfahren werde, sie stets zu bekämpfen, wenn sie verkehrte 
Grundsätze verbreiten oder Schülerarbeiten für Meisterwerke ausposaunen ... Zwischen Kunst und 
Pfuscherei gibt es keine Versöhnung． (ibid. : 313)  
この号で、この機関誌は最後となる。したがって私は、この機関誌を通じては、もうこれ以上活








5–1–3　再出発、Ober-Österreichischer Diözesan Cäcilien-Verein29 での活動
1875 年、ÖCV を惜しむ人々の尽力によって、リンツに ÖCV の後身ともいうべき、 
Ober-Österreichischer Diözesan Cäcilien-Verein （oöCV）が、設立された。ハーベルトはここ
では復刊した Zeitschrift für Katholische Kirchenmusik の編集と、総会の際の音楽演奏に専念し、
表舞台に登場することは少なかった。oöCV の会長にはリンツ司教が就任したが、複数の幹
部による共同運営の体制がとられた。oöCV はヴィットら ACV との正面対立を回避したこ
とで、早期の教会認可取りつけに成功した。oöCV の総会で演奏する曲も、パレストリーナ、
カルダーラの古い曲、ヴィットら ACV メンバーの作品、そして、｢オーストリアのセシリ
ア主義者ハーベルト｣ の曲という 3 つのグループの中から、満遍なく選ばれた。
1876 年、ハーベルトはスイス旅行でシャーフホイトゥルと知り合い、意気投合する。
1878 年、ヴィットと G. E. Stehle によるハーベルト批判の小冊子 Neue Habertiana!! –Ernst 
– und scherzhafte Glossen und Betrachtungen über die neueste Schimpfiade des Jüngers der Liebe zu 










F. X. ヴィットと J. E. ハーベルト：セシリア運動内のドイツ派とオーストリア派の対立をめぐって
この状況が一変したのは、1894 年、教皇によるハーベルトの叙勲（Ritter des Ordens von 
hl. Gregor des Großen）であった。このことは、ヴィットに好意的だった教皇ピウス九世の
時代から、新教皇レオ十三世（在位 1878-1903）となって 10 年以上経ち、教皇庁の体制が
変化したことにも関係するかもしれない。ACV 機関誌 Musica sacra にも、叙勲を祝う投稿
が載せられ、彼らの関係の好転の兆しが窺える。
1894 年から 1896 年にかけ、ハーベルトは、オーストリアの国家事業である Denkmäler 
der Tonkunst in Österreich の内、Fux，Stadlmayr らを収録した宗教音楽集全 3 巻の校訂、編
纂に従事した。  


















d) Verzeichnis jener Kirchencompositionen, welche für kirchliche Aufführungen geeignet 
erscheinen : 
aa) aus älterer Zeit
bb) aus neuerer Zeit
cc) aus neuester Zeit
e) Verzeichnis jener Kirchencompositionen, welche sich für kirchliche Aufführungen nicht geeignen
f ) Durchführung der ausgegebenen Weisungen





aa) がパレストリーナ等の作品、bb) がウィーン古典派の作品、cc) が、それ以降、つまり




Algemein bekannt sind die Tonkünstler Mozart und Josef Haydn, und obgleich nicht alle 
Kirchenkompositionen dieser in ihrer Weise unübertroffenen Meister in allem den Anforderungen 
kirchlicher Musik entsprechen, so verdienen sie doch wegen der geschmackvollen, genialen, 
mustergültigen Kunst, die sich an ihnen kundgibt, und wegen des religiösen Aufschwunges, zu dem 









Aus der großen Zahl der Cmponisten unserer Zeit mögen folgende erwähnt werden, die sich 
durch kirchliche Musikwerke hervorgethan haben : Sechter, Preyer, Stehle, Caspar Ett, Kempter, 
Mettenleiter, Uhl, Piel, Witt, Haller, Aiblinger, Hahn, Greith, Brosig, Schnabl, König, Zangl, Hanisch. 
Eine ehrenvolle Stelle nimmt unter der Zahl der kirchlichen Tonsetzner auch Johann Ev. Habert, 
Chordirigent in Gmunden, ein, dessen vortreﬄiche Leistungen und große Verdienste im Fache echter 
Kirchenmusik volles Lob verdienen. Seine Musikwerke (Vokalmessen, instrumentalmusik, Litaneien 
usw.)entsprechen, wie nur wenige aus der neuesten Zeit, ausgezeichnet den Grundsätzen der Tonkunst 
und zugleich den liturgischen Gesetzen, und können ohne Übertreibung musterhaft genannt werden. 
Ich (Bischof ) empfehle deshalb Haberts kirchliche Musikwerke auf das wärmste und wünsche, daß 
seine edlen, opfervollen, ausdauernden Bemühungen im Dienste unserer heiligen Kirche besonders in 
Oberösterreich die verdiente Anerkennung ﬁnden möchten. （ibid.: 39-40）  
我々の時代の多くの作曲家の中から、教会的な作品に抜きんでた人々の名を挙げよう。Sechter, 
Preyer, Stehle, Caspar Ett, Kempter, Mettenleiter, Uhl, Piel, Witt, Haller, Aiblinger, Hahn, Greith, 

















らかである。その一例を 1870 年 ÖCV 設立をアピールするため発表されたハーベルト筆に
よるマニフェストに見てみよう。
Deutschland hat einen Cäcilien-Verein. Sollen wir in Österreich zurückbleiben?
Nein! Was also thun? Sollen wir dem Regensburger Verein beitreten! ......
Also machen wir einen österreichischen Cäcilien-Verein, indem wir dem Programme des Herausgebers 





Moser によれば、同じ 1870 年に、Kärntner Blatt という雑誌に掲載された無署名の記事に
は、次のように書かれていた。
〔Darin heißt es, 〕die Wittschen Blätter streben auch die Reformen an, aber sie verbitterten mehr 
als sie belehrten und besserten. Haberts Zeitschrift hingegen tue dies mit schonender Mäßigung und 





























ハーベルトの支持者で、Eichstätt の Domkapellmeister であった F. Rampis は、ヴィット
に反発し、こう述べている。
Die Österreicher hängen an ihrem Mozart und Haydn und werden sich die Instrumentalmusik so 








だ。 (Feller 1985: 18733)
なお、ハーベルトが、モーツァルトの教会音楽、「器楽付き教会音楽」を推進した例として、
37
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Moser の著書中に引用されている、ブルックナーの友人 Karl Waldeck （生没年不詳）の発言
に注目したい。Waldeck は、ハーベルトの卓越した音楽史知識と能力を称賛した後、次の事
実を述べている。
Die erste Messe, welche Habert als Regenschori wählte, war die in Dom angefochtene F-Messe von 
Mozart. (Moser 1976: 99)
ハーベルトが聖歌隊指揮者として取り上げた最初のミサ曲は、〔当時〕批判されていたモーツァ
ルトのヘ長調のミサ曲であった。













　30 Messen / 3 Requiem / Gradualien / Offetorin / 22 Litaneien / Te Deum / 16 Magnificat / 
Vesperpsalmen / Motetten / Chöre / Lieder / Gesännge
B. Instrumentalmusik
　3 strQu./ Serenade fuer gr. Orch. / Suite fuer gr. Orch. / Klavierwerke / Orgelwerke 
C. Pädagogischi Werke
　Praktische Orgelschule, 2 Bde./ Chorgesangschule / Beitrage zur Lehre von dnr mus. 









4 Singst. und gr. Orchester（7 曲）
4 Singst. und kl. Orch.（5 曲）
4 Singst. und Org.（5 曲）.
4 Singst. a cappella（6 曲）
3 Singst. und kl. Orch.（2 曲）
2 Singst. und kl. Orch.（2 曲）
2-3 Singst. und Org.（3 曲）
1-3 Singst. a cappella oder mit Orgelbegleitung（4 曲）
Requiem ( 編成不明 )（4 曲）
2）リタニア
4 Singst. und gr. Orchester（1 曲）
4 Singst. und kl. Orch.（3 曲）
5-7 Singst. a cappella（4 曲）
4 Singst. Org und 3 Pos.（1 曲）
4 Singst. Org. （7 曲）
4 Singst. a cappella （4 曲）




















































1  Cäcilianismus については、いまだ定訳なく、チェチーリア運動、ツェツィーリア運動など、様々な呼称
が使われているが、本稿では引用以外、セシリア運動で統一する。
 2  Franz Xaver Witt (1834-1888).
 3  これについても定訳がない。ここでは、海老澤敏訳に拠った。（海老澤 1999: 408）
 4  順に、Johannes [Johann, Jan] Evangelista [Evangelist] Habert（1833-1896）、Joseph Gabriel Rheinberger 
（1839-1901)、Carl Emil von Schafhäutl (1803-1890).
 5  この地方は、ハプスブルク家の夏の離宮として利用されていたことから、ウィーン宮廷との関係は、親
密であったようだ。
 6  筆者の修士論文では、この内ハーベルトとラインベルガーそれぞれについて、セシリア運動やヴィット
との対立に触れたが、おそらく邦語文献では、最初の試みと思われる。
 7  Instrumentalbegleitete Kirchenmusik, Instrumentalkirchenmusik, Orchestermesse  usw.  訳語で ｢器楽伴奏付
き教会音楽｣、｢器楽教会音楽｣、｢オーケストラ付きミサ曲｣ 等々、さまざまな呼称が使われているが、意
味は大同小異である。本論では、原則として、｢器楽付き教会音楽｣ で統一する。
 8  本稿で、モーツァルト教会音楽という場合には、基本的にはヨーゼフ・ハイドンらウィーン古典派の教
会音楽も含んでいる。




10  Carl Proske (1794-1861). 初期セシリア運動最大の推進者で、ヴィットの師。初め医師であったが、レー
ゲンスブルクでザイラーに師事し、神学研究と教会音楽の改革に専念する。数度のイタリア訪問で、15，
16 世紀の教会音楽作品を多数収集し、作品集 Musica divina として出版した。パレストリーナや A．スカ
ルラッティの作品の校訂を手掛け、パレストリーナ復興運動の担い手の一人となった。
11  以下ヴィットにつての伝記情報は、主にシャルナーグルによるニューグローヴの記述と、Ｈ . アーノン
クールの論文に依る。（Scharnagl New Grove “F. X. Witt” : Vol. 2: 355,  Harnoncourt 1988: 91-93）
12  Joseph Schrems (1815-1872). レーゲンスブルクの Domkapellmeister（大聖堂楽長）を長く勤め、ヴィッ
トと親交があった。
13  ハーベルトによれば、このことは、彼の工作が功を奏した結果という。






18　Anton Friedrich Justus Thibaut (1772- 1840). 著名な法学者で、かつ熱烈な音楽愛好者、古い音楽資料の








らその著書では、絶え間なく、真実と誤りが、入り乱れて生み出されているからだ。｣ (Feller 1985: 166)   
20  出版社の協力が運動の大きな支えであったという指摘は、ここではこれ以上触れないが、盛期セシリア
運動を理解する上で、大きなポイントとなろう。
21   Johannes Kardinal Katschthaler (1832- 1914). 枢機卿。ザルツブルク大司教（在位 1900-1914）。主任司祭、
41






23  Kirchenmusikalisches Jahrbuch は、1886 年 に、 既 存 の Fliegende Blätter für katholische Kirchenmusik と、





25  Hermann Abert (1871-1927) はこの曲を、"die vielen als der Höhepunkt von Mozarts Jugendmessen gilt "
（モーツァルトの初期ミサ曲の最高峰）と位置付けている (Abert 1919: 308)。 
26  セシリア運動は、ハイドンの教会音楽についても批判した。多くのミサ曲を痛罵する一方で、モーツァ
ルトの場合同様、特定のミサ曲、Nelsonmesse は、「我慢できる範囲」と容認した。
27  修士論文では、ハーベルトの伝記情報の多くをシャルナーグルの論文 (Scharnagl 1988b: 307–20) に拠っ
た。今般新たにシャルナーグルも参考文献に挙げた J. M. Moser の博士論文をリライトした著書 Johannes 
Evangelisit Habert 1833-1896 (1976 自費出版 ) を入手、参照した。本稿でのハーベルトの伝記情報はこの
両者に拠る。異同ある事項は、原則としてシャルナーグルの記述を優先した。
28  ハーベルトは Heinrich Bellermann (1832-1903) の教科書 Der Contrapunkt を通して、独学で対位法を学
んだ。　
29  まだ定訳がない。｢オーバーエースターライヒ地区セシリア協会｣ と仮に訳しておく。本文では、Moser
の著書に倣い、ÖCV との混同を避けるため、oöCV と小文字の開始で表記した。
30  残念ながら、ÖCV の会則（Statuten）全文は、今回参照できなかった。
31  前述したような ACV の ｢器楽付き教会音楽を排除するわけではない｣ という主張は、ハーベルトらの抵
抗の成果であったとも考えられる。
32  ハーベルトの活動について考える時、彼を ｢セシリア主義者 Cäciliener｣ と呼んでいいかと逡巡すること
がある。彼の創設した ÖCV 及びその後身の oöCV と ACV との関係について考察する時も、同様な疑問、
つまり、オーストリアの各セシリア協会を、セシリア運動と呼んでいいか、という問いに直面する。当時
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F. X. ヴィットと J. E. ハーベルト：セシリア運動内のドイツ派とオーストリア派の対立をめぐって
譜例 1　《戴冠式ミサ KV 317》　冒頭譜例
譜例 2　歌劇《フィガロの結婚》第 3 幕　伯爵夫人のアリア 
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譜例 3　《ミサ・ブレヴィス KV 275》 冒頭譜例
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譜例 5　《ミサ・ブレヴィス KV 194》 冒頭譜例
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F. X. Witt and J. E. Habert:
Concerning the Controversy between German and Austrian Church Musicians Involved in the     
Cecilian Movement
　Katsumi  FUKUCHI
It is necessary to examine the documents relevant to both sides of this controversy concerning 
the Cecilian movement. The focus of this paper is on the activity of the movement in southern Germany 
during the late 19th century.
The Cecilian movement’s claim was that liturgical music had been corrupted by secular music--
most notably music derived from opera. The advocates of the movement considered the Gregorian chant 
and 16th -century Palestrina polyphony to be more appropriate forms of liturgical music.
In southern Germany, the movement was active through the Allgemeiner deutscher Cäciien-Verein 
(ACV) founded by Franz Xaver Witt of Regensburg. During the same period, there was another group 
active in Austria which also advocated reforms of ecclesiastic music but with differing interpretations. The 
leader of this group was Johannes Evangelista Habert.
The paper makes a comparative study of these reformers and clarifies their conflicting 
interpretations of how the Cecilian movement should affect church music. Moreover, this paper explains 
that the reform movement was not limited to an internal church issue but had wider implications for the 
musical world outside of the Catholic Church.  
For instance, one major issue concerns the role of musical instruments in church music and was a 
serious part of the controversy between Habert and Witt.
